
目標値

決算額（千円）

7,577

事業費合計（千円）
※人件費・公債費を含む

54,547

単位 回 単位 回

単位 ％ 単位

89 89.0

終了 事業完了 終了

増額 減額

* 無し⇒終了有り⇒下記評価へ

終了

統合

・公立幼稚園としての幼児教育のセンター的役割。　　・生きる力の基礎を養い、健康で心豊かな幼児の育成を
図る。

事業名

今後の
方向性

（二次評価の
意見）

二次評価実施の有無

終了

現状どおり

改善・効率化 〕〔その他

終了増額 減額* 現状どおり

拡充

休止

その他改善・効率化 改善余地なし

活
動
の
内
容

613

今後の
方向性

（所管の意
見）

市民一人当たり単価（円）

％

160.9

〔 〕

事業の目的
（何の為に

行うか）

対　　象
（誰を、何を
対象としてい

るか）

* 事業の継続

成果
（結果として
どうなった

か）

(

何
を
し
た
か

）

活動
実績

38 27

徒歩25分圏内で通園可能な4歳児、5歳児（2年保育）

人

サポートスタッフに
よる絵本の読み聞
かせ

項
目
名

対象とした数

実際に
利用した数

・園児日課8:50（火、木は元気タイム8:40～）登園　9:00～11:20幼児のそれぞれの遊び、教師の提案した遊び、
課題活動など　11:45お弁当　14:00降園　14:45まで園庭開放　　※16:30預かり保育
・年間行事計画（入園式、保護者会、保育参観、保育参加、遠足、親子交通安全教室、プール開き、夏祭り、防
災訓練、祖父母の会、運動会、個人面談、劇遊び、餅つき、お別れ会、卒園式他）未就園児幼稚園開放、カンガ
ルータイム、図書貸出し。・運動遊び、自然体験、仲間作り等実体験を通しての教育活動の推進。一人一人に応
じた総合的な指導の実践・親子の徒歩通園を生かし、基本的な生活習慣や体力の育成、食育を養う。・地域の
教育資源活用（サポートスタッフの登録、絵本の読み聞かせ、夏祭りの踊りや野菜栽培の指導、小中大学との
連携）

人

項
目
名

保護者と一緒に
行った行事

430

単位

達成率

人64

実績

拡充*

項
目
名

統合

100

単位 ％

満足と答えた数／アンケート回収数（今年
度は無記名式）

9,259

改善余地なし

縮小

説明　（計算方法等）

総合
評価

縮小

経費
（どれだけか
かったか）

当初予算額（千円）

平成19年度に実施された事業の結果報告及び今後の方向性（概要）

教育委員会学校教育部 所沢幼稚園
所沢幼稚園運営事業

所
管

※本ページは各事務事業の概要紹介と19年度の報告を目的としています。評価の詳細につ
いては次ページをご覧ください。

℡ 2924-7650

予算

成果指標名

アンケートによる保護者の
満足度

総合
評価

予算

⇒

⇒

休業中の園庭開放
日利用者



統合

増額

終了

評価日

やや低い 低い

減額

評価理由
⑧
二
　
次
　
評
　
価

一
次
評
価
を
受
け
て

次
年
度
用
事
前
評
価

　A：優先的に資源配分をするべきと評価する事務事業

　B：重要であり引き続き実施すべきと評価する事務事業

　C：現状での実施は見送るべきと評価する事務事業

見込まれる
貢献度

評価理由

見直しの必要性

受益者負担の有無 見直しの必要性

有

現在の実施主体

平成20年5月14日 記入者職氏名

市

他事業との整
理・統合

受益と負担の
関係

終了

拡充

評価日

園長　　　大嵜　尚子

〔 〕改善余地なし その他

有 無

達成水準（どこまで）

・月１回実施

・１９年度　７回　⇒　２０年度　１３回

･H19市民意識調査における施策の順位…43施策中

対象を絞る

事業の対象を見直す必要性

見直しの必要なし

H20

ｺｰﾄﾞｺｰﾄﾞ 対象を拡大する

⑦
一
　
次
　
評
　
価

対象設定

事業の継続

評価日

総合評価

明らかとなった
課題

・徒歩通園が原則になっているが、安易に自転車を使用する傾向になってきている。
・仕事の休日が土日とは限らなくなり、保育参観日、参加日の日程や内容の工夫が必要である。

今期目標項目（何を）

平成20年度に
おける目標設
定

・徒歩通園の推進
・地域の方の昔遊び教室（折り紙、あやとり）

％

･実施計画における位置づけ… H19 ***

小
柱

実施主体

評価項目 評価項目
***

46,970

当初予算

⑤
経
　
　
　
費

≪会計種別≫

利用数一単位あたり（単位：円）

正規職員人件費

公債費

市民一人当たり（単位：円）

一般財源

決　　　算　（見込み含む）

（

46,000 人

（ 2.00

⑨
個
別
計
画
に
お
け
る
方
向
性

施策の方向

基本目標

主要課題

◎次世代育成支援行動計画

施
策
の
体
系

無し 計画ｺｰﾄﾞ

無し 計画ｺｰﾄﾞ

施
策
の
方
向

◎環境基本計画

平成

〕 ）

19

443平成

事業の継続

目的（何のために行うか、具体的に）

20

9,259

平成 平成年度 年度

本事業の左記計画における位置づけ・・・

総合評価

19

一般会計

平成19年度中に改善した点

（千円）

対象（誰を、何を対象としているのか） 利用数の考え方

人）

8,664

（千円）

減額現状どおり

・公開保育参観日（参加日）を増やす。

類似事業
がない

統合等必
要なし

類似・関連事業などとの整理・統合

統合する 連携する

増額 終了

終了 休止事業完了

人

（ 4.00人） 人）人）

7,577

0.00

5.00

（嘱託職員）　　（臨時職員） （ 1.00

5.00

8,094 7,258

44,352 47,289

1918

8,664

（千円）年度

7,147

6,446

3638回

回 27

39

目標値

26

Ｈ 将来目標18 Ｈ 19 H20見込み

100 80

平成２１年3月

90.5

無

100

現　状　評　価

実　績

達成率 90.5

〔改善・効率化 その他

休止終了事業完了

統合縮小 ）

時期（いつまで）

有 無

平成21年度における事業の方向性

平成２１年3月

〕改善余地なし

年度事務事業評価表（一般用）

実績値の拡大を図る１
実績値の縮小を図る２89.0

1
89

単位

増額

計算方法

保護者と一緒に行った行
事

保護者と一緒に行った行事の回数

サポートスタッフによる絵
本の読み聞かせ

サポートスタッフによる絵本の読み
聞かせの回数

項目名

現　状　評　価

満足と答えた数／アンケート回収数
（今年度は無記名式）

予算 減額

％

）

現状どおり

⇒ （

終了 ⇒ （

活動実績

　

成果分析
アンケートによる保護者
の満足度

評価理由

・保護者のニーズが多種多様になり、対応に苦慮することも多くなってきている。その中で幼児一人一人の成長発達の喜びを保護者に伝え、幼児教育の重
要性をア　ピールしていく。
・幼稚園教育は職員だけでできるものではない。家庭や、地域の方々、小･中･大学との連携を深め、皆さんの教育力を子ども達の健全な育成につなげるよう
にする。

終了

総合評価 拡充 縮小

平成21年度における事業の方向性

改善・効率化

予算

高い
優
先
度
評
価

現状どおり

年度 64430

・園児日課8:50（火、木は元気タイム8:40～）登園　9:00～11:20幼児のそれぞれの遊び、教師の提案した遊び、課題活動など　11:45お弁当
14:00降園　14:45まで園庭開放　　※16:30預かり保育
・年間行事計画（入園式、保護者会、保育参観、保育参加、遠足、親子交通安全教室、プール開き、夏祭り、防災訓練、祖父母の会、運動
会、個人面談、劇遊び、餅つき、お別れ会、卒園式他）未就園児幼稚園開放、カンガルータイム、図書貸出し。・運動遊び、自然体験、仲間
作り等実体験を通しての教育活動の推進。一人一人に応じた総合的な指導の実践・親子の徒歩通園を生かし、基本的な生活習慣や体力の育
成、食育を養う。・地域の教育資源活用（サポートスタッフの登録、絵本の読み聞かせ、夏祭りの踊りや野菜栽培の指導、小中大学との連
携）

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

平成

平成 人

平成 人
単位利用数

738,676.1

年度年度 人

事業の具体的な内容及び実施方法

対象数 単位
人

71

852,296.9

事業費合計

受益者負担金

その他

平成

52,446 54,547

④
前
年
評
価
と
改
善
点

拡充 改善・効率化

平成19年度事務事業評価結果（平成20年度の方向性）

予算

155.2

財
源
内
訳 市債

国・県支出金

事業開始の背景

二次評価 ≫

位

・西武鉄道による電車マナー教室を実施。園児や保護者へ電車の乗降時の約束を確認し、公共交通機関や施設利用意識を高めた。
・保育公開日の中で総合避難訓練を行い、煙体験ハウスを行う。煙の怖さを体験、防災意識を高めた。

所沢市立学校設置条例
所沢市立幼稚園管理規則

その他 〔

）

改善余地なし

一次評価

昭和47年4月1日創立。人口増加に伴い幼児の増加に対応し、地域に幼稚園設置を望まれたため導入された事業である。

施設の複合的利用促進
3241

分野別計画・指針

関連・類似事業

総合計画の体系
政
策

小･中学校運営に関する事業（学校教育課）

6

行政改革大綱における行動計画への位置づけ

事務事業見直しの推進
3261

年度

・公立幼稚園としての幼児教育のセンター的役割。　　・生きる力の基礎を養い、健康で心豊かな幼児の育成を図る。

徒歩25分圏内で通園可能な4歳児、5歳児（2年保育） 在園児数

18 18

ｺｰﾄﾞ

≪　最終評価

⇒ （ 終了

統合縮小⇒ （

℡

法定受託＋附加

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

根拠法令

2924-7650

終了年度　　　平成 年度

②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

施
策

2節 学校教育

担
当
部
課

部課コード

中
柱

4 幼児教育の振興

130201

（1）幼児教育推進体制の確
立

20

教育委員会学校教育部 所沢幼稚園

開始年度　　　昭和

自治事務事業の種別

所沢幼稚園

130201

①事務事業名

所沢幼稚園運営事業

第4章 いきいきと学び　人・
文化をはぐくむまち

休業中の園庭開放日利
用者

春季、夏季、冬季休業中の園庭開放
日利用者の人数

人 781 613 650法定受託事務

事業コード

27
47

⑥
指
　
　
　
　
　
標

年度 →

1131
計画段階からの市民参加の充実

総合計画上位目標

市長マニフェスト

非常に高い部内優先順位・・・ 位

本事業の左記計画における位置づけ・・・

160.9

※「財源内訳」について
平成20年度のみ、当初予算の内訳と
なっています。


